
平成２３年９月議会（９月２８日）代表質問 １５番 森山議員 （民主党）

政策推進課

２２２２ 関西広域連合関西広域連合関西広域連合関西広域連合へのへのへのへの参加参加参加参加についてについてについてについて

台風１２号の被害を受けた本県に対し、関西広域連合から支援の申し入れがあり、

その申し入れを正式に受け入れたという一連の出来事は、関西広域連合に参加する

のか、今までの考えのとおり広域連携で良いのか、どちらの方が復旧・復興に向け

スムーズなのかを考える判断材料の一つになったと思う。台風１２号による大災害

を経験した今、関西広域連合への参加に対する知事の所見を改めて伺いたい。

（知事答弁）

まず、私が「関西広域連合に支援要請をするつもりはない」と言った旨の報道が一部マ

スコミによりなされましたが、これまで、関西広域連合からの支援申し入れに対し、私が

「断ったこと」はありませんし、「断るよう事務方に指示したこと」もないことを、改め

て申しあげます。

今般の台風１２号の災害に際してましては、近隣府県をはじめ全国から温かい支援の手

を差しのべていただいおり、既に何人かの知事様には、お礼の電話を差し上げたところで

ございます。

関西広域連合からの支援申し入れも、非常にありがたい話であり、広域連合に参加して

いなくても、土木技術職員の派遣について、関西広域連合の構成団体である和歌山県と同

じタイミングで、同じような扱いで、９月２０日に支援の決定をしていただくなど、その

迅速な対応に、深く感謝を申し上げているところでございます。

一方、福井県や新潟県からも支援申し入れをいただいており、災害支援での広域的な連

携の重要性を感じているところでございます。

災害時の支援・受援につきましては、今後、県の防災計画を見直す中で、計画の中に位

置づけていきたいと考えております。関西広域連合とも連携団体として積極的に連携する

とともに、他の府県とも同じように、災害時の連携を行っていきたいと考えております。

今回の災害の経験により、関西広域連合への参加についての私の考え方は、先ほど新谷

議員にお答えしたとおりでございます。

構成団体の事務の持ち寄り等の広域連合が持つ４つの特徴に起因する課題や、権限の範

囲が不明確で責任の所在があいまいであること等の関西広域連合固有の３つの課題が解決

されておりません。一方関西広域連合以外の多くの府県からもご支援をいただいており、

今回の災害にあたっても、国及びこのような県との連携で十分対応できるものと考えてお

ります。



（森山議員）

「奈良県だけが一緒に汗をかかない」ことよりも次の世代のために「関西が一丸とな

って前例のないことに挑んだ、しかし結果として失敗した」ことの方が、県民の理解が

大きいのではないか。

（知事答弁）

森山議員が仰いました、強い新しい関西を創ることについては本当に賛成でございます。

今、昔の経験を思い出しましたが､中央省庁にいるときに「関西を元気にする官僚の会」

というのをつくりまして、その事務局長をしたことがございます。関西の方のカウンター

パートは当時の大阪市長、西田さんという方だったと思いますが、関西をどのように元気

にしようか､中央省庁のある程度の勢力を関西に持っていく道はないかというようなこと

を研究しておりました。

国の勢力をどのように地域に持っていくかというのは､各地域いろいろ考えておられる

ことでございますが、関西におきましては関西空港の整備とか、今度のリニアのこととか、

いろいろな大プロジェクトを持って行くということが、中央省庁との関係でございました。

今後国との関係が、この広域連合との関係等々で大きな焦点になってくると思います。

私は関西全体をまだ考えるほどの立場ではないですが､１員としてまず奈良がどのように

発展していくかということを考える責任がまず第一だと思っております。そのために、ひ

いては関西が元気になるように、奈良という特色のある地域が奈良にあることによって関

西の特色が大いに引き出せるということもあろうかと思います。

組織というのはいろんな難しい制約がありますが、一緒に考えて連携をして努力すると

いうのは基本的にとても大事なことでございますし、そのような関係はまだ続いておりま

すので、そのようなことは努力していきたいと思っております。


